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  研究内容  

近年、ゲノムに書き込まれていないタンパク質独自の情報である翻訳後修飾の理解の重要性が高まって
きています。アセチル化に代表されるタンパク質のアシル化修飾は、細菌からヒトまで生物に普遍的に
存在しており、代謝や栄養状態に応答したタンパク質の機能調節に関わると考えられています。アミノ
酸発酵生産菌、モデル細菌、好熱菌を対象に代表的なアシル化修飾であるアセチル化とスクシニル化修
飾の機能を明らかにし、アシル化修飾による栄養シグナル応答機構の解明やこれを標的とした代謝改変
を目指して研究を展開しています。 
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